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■
廃
校
活
用
の
事
例
を

視
察　

　

全
国
で
少
子
化
が
進

む
中
、
毎
年
約
５
０
０

校
前
後
の
廃
校
施
設
が

生
じ
て
お
り
、
文
部
科

学
省
で
実
施
し
た
「
廃

校
施
設
等
活
用
状
況
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、

現
存
す
る
廃
校
施
設
の

う
ち
約
７
割
が
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　

廃
校
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
に
と
っ

て
貴
重
な
財
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
に
よ
り
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
我
が
鶴
田
町
に
あ

っ
て
も
少
子
化
が
急
激

に
進
み
、
平
成
32
年
４
月
か
ら
、
現

存
の
小
学
校
６
校
か
ら
、
現
存
の
鶴

田
小
学
校
敷
地
内
に
１
校
へ
と
統
合

建
設
す
る
事
が
決
定
、
現
在
、
新
校

舎
の
建
設
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
、
廃
校
と
な
る
小

学
校
の
利
活
用
が
大
き
な
課
題
と
な

る
。

　

廃
校
５
校
で
年
間
１
２
２
０
万
円

程
度
の
維
持
管
理
費
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
有
効
活
用
へ
の

道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ

の
た
び
の
、
平
成
30
年
度
総
務
経
済

常
任
委
員
会
県
外
視
察
研
修
を
「
廃

校
施
設
等
活
用
状
況
実
態
調
査
」
と

し
、
視
察
先
を
廃
校
活
用
の
事
例
が

多
い
兵
庫
県
淡
路
市
と
養
父
市
に
定

め
、
両
市
役
所
へ
「
廃
校
施
設
等
活

用
状
況
実
態
調
査
」
視
察
研
修
の
協

力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
他
県
か

ら
の
視
察
予
約
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
快
く
承
諾
し
て
頂

い
た
。

■
山
本
光
学
株
式
会
社

（
旧
北
淡
東
中
学
校
）
を

視
察

　
８
月
22
日(

水) 

淡
路
市

役
所
に
紹
介
さ
れ
た
、
淡

路
島
北
部
に
あ
る
、
瀬
戸

内
海
を
見
渡
す
風
光
明
媚

な
場
所
に
立
地
す
る
山
本

光
学
株
式
会
社
（
旧
北
淡

東
中
学
校
） 

を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

同
株
式
会
社
は
、
眼
鏡

製
造
の
会
社
で
あ
り
、
島

内
を
は
じ
め
、
大
阪
、
徳

島
に
も
社
屋
を
有
す
る
。

　

旧
北
淡
東
中
学
校
は
北

淡
IC
に
も
近
い
こ
と
か

ら
、
企
業
立
地
に
は
絶
好

の
立
地
。
平
成
16
年
３
月
に
廃
校
と

な
り
、
地
域
住
民
の
意
見
や
希
望
の

集
約
と
地
元
調
整
を
経
て
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
工
場
と
し
て
稼
働
し
て

い
る
。

　

山
本
光
学
株
式
会
社
は
、
ス
ポ
ー

ツ
サ
ン
グ
ラ
ス
や
産
業
用
保
護
具
製

造
で
は
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し

て
知
ら
れ
、
製
造
さ
れ
る
製
品
は
ス

ポ
ー
ツ
グ
ラ
ス
や
感
染
防
止
用
マ
ス

ク
で
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
に

も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　

廃
校
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

ゴ
ー
グ
ル
の
よ
う
な
少
量
多
品
種
を

扱
う
工
場
な
ら
ば
、
個
々
に
区
切
ら

れ
て
い
る
教
室
が
活
用
し
や
す
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

生
産
す
る
製
品
ご
と
に
教
室
を
割

り
当
て
、
熟
練
し
た
作
業
員
が
組
み

立
て
を
行
う
セ
ル
生
産
に
は
格
好
の

空
間
配
置
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

校
舎
内
は
教
室
ご
と
に
分
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

ー
で
の
流
れ
作
業
に
よ
る
製
品
組
み

立
て
を
行
う
ラ
イ
ン
生
産
に
は
不
向

き
で
あ
る
。

　
淡
路
市
と
し
て
は
、
廃
校
を
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
早
８
年
、
地 △廃校になった旧北淡東中学校を活用した山本光学株式会社

鶴
田
町
議
会
常
任
委
員
会

鶴
田
町
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告視察

先　
兵
庫
県
淡
路
市
、
養
父
市

日　
程　
平
成
30
年
８
月
22
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

参
加
者　
太
田
良
一
、
長
内
齋
、
澁
谷
光
正
、
花
田
正
逸
、
加
賀
谷
忠
榮

【
総
務
経
済
常
任
委
員
会
】
総
務
課
（
消
防
、
水
防
及
び
防
災
に
関
す
る
事
務
を
除
く
）、
企
画
観

光
課
、
税
務
会
計
課
、
産
業
課
、
建
設
整
備
課
、
議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
や
議
案
、
陳
情
な
ど
の
審
査
を
行
う
町
議
会
常
設
の
委
員
会
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元
雇
用
の
確
保
と
い
っ
た
経
済
的
な

側
面
だ
け
で
な
く
、
今
で
は
市
と
災

害
協
定
を
締
結
し
、
感
染
症
防
止
ゴ

ー
グ
ル
を
提
供
し
て
も
ら
う
な
ど
、

地
域
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

■
廃
校
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の
取

り
組
み

 

８
月
23
日
（
木
） 

養
父
市
役
所
を
訪

問
、
深
澤
市
議
会
議
長
出
席
の
も
と
、

市
商
工
観
光
課
職
員
か
ら
、
平
成
16

年
４
月
１
日
に
養
父
郡
八
鹿
町
、
同

養
父
町
、
同
大
屋
町
、
同
関
宮
町
が

合
併
し
「
養
父
市
」

と
し
て
市
制
を
施

行
。
兵
庫
県
北
部

の
但
馬
地
域
の
中

央
に
位
置
し
、
現

在
の
人
口
は
約

２
万
４
０
０
０
人
、

面
積
４
２
２.

91
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

京
阪
神
と
山
陰
地

方
を
結
ぶ
地
域
幹

線
道
路
で
あ
る
国

道
９
号
線
が
東
西

に
、
姫
路
方
面
と

山
陰
地
方
を
結
ぶ

国
道
３
１
２
号
線

が
南
北
に
走
っ
て

い
る
交
通
の
要
衝

と
な
っ
て
い
る
市

で
あ
り
ま
す
、
と

養
父
市
の
概
要
な

ど
の
紹
介
が
あ
り
、

次
に
廃
校
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。

　

養
父
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
「 

特
区
で
や
ら
ね
ば
な
ん
で
や
る
！
」

と
、
地
方
創
生
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
、

人
口
減
少
に
よ
る
「
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
」
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

分
か
り
や
す
く
印
象
的
。

　

農
業
の
特
区
参
入
業
者
は
13
社

で
、
養
父
市
以
外
の
地
域
か
ら
も
参

入
し
て
い
る
。

　

廃
校
活
用
も
、
平
成
19
年
か
ら
平

成
29
年
ま
で
に
６
校
が
創
業
の
際
に

活
用
さ
れ
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
特
区

効
果
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

今
回
、
養
父
市
役
所
職
員
に
案
内

さ
れ
た
視
察
先
は
、
平
成
20
年
に
創

業
し
た
日
の
出
通
商
株
式
会
社
食
品

カ
ン
パ
ニ
ー
但
馬
醸
造
所
。
校
舎
・

体
育
館
を
活
用
し
た
「
酢
」
の
生
産

工
場
で
、「
但
馬
の
３
年
酢
」
な
ど
、

特
化
し
た
製
品
作
り
を
目
指
す
と
と

も
に
、
地
元
田
ん
ぼ
で
の
、
米
生
産

や
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
の
バ
イ
キ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
レ
シ
ピ
を
提
供
し
た
り
、

料
理
教
室
等
も
開
催
し
、
但
馬
ブ
ラ

ン
ド
酢
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
■
廃
校
に
な
っ
て
も
地
域
の
人
の
思

い
は
強
い

　

学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

形
成
、
廃
校
と
な
っ
て
も
地
域
の
人

の
思
い
入
れ
は
強
い
。

　

こ
の
た
め
、
地
元
住
民
に
対
し
説

明
会
を
開
催
し
、
当
企
業
の
地
元
か

ら
の
雇
用
や
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
当

施
設
の
利
用
な
ど
、
地
域
と
の
共
存

共
栄
の
事
業
運
営
に
賛
同
が
得
ら

れ
、
進
出
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

廃
校
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
廃
校
へ
の
企
業
誘
致
で
新
た
に

１
５
０
名
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
企
業

が
地
元
雇
用
を
優
先
し
た
こ
と
で
、

６
割
～
７
割
が
市
内
か
ら
の
雇
用
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
高
い
経
済
波
及
効
果
や
若

年
層
の
雇
用
の
場
の
確
保
に
よ
り
、

人
口
流
出
の
抑
制
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

若
干
名
で
は
あ
る
が
、

本
社
勤
務
地
か
ら
の
移

住
も
あ
り
、
人
口
増
加

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
多
く
の

企
業
か
ら
廃
校
活
用
の

提
案
が
あ
る
が
、
本
市

は
施
設
の
修
繕
を
行
わ

ず
、
現
状
渡
し
を
基
本

と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、老
朽
化
が
著
し
く
、

旧
耐
震
基
準
の
廃
校

は
、
誘
致
に
至
ら
な
い

の
が
現
状
。

　

公
共
施
設
の
適
正
配

置
を
図
り
、
将
来
世
代

の
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
誘
致
企
業
へ
の
譲
渡
に
向
け
て

協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

今
後
、
ま
す
ま
す
老
朽
化
が
進
む
廃

校
施
設
に
、
協
議
は
難
航
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

養
父
市
と
し
て
は
、
廃
校
を
活
用

し
た
産
業
立
地
は
、
雇
用
の
創
出
や

地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
場

で
あ
り
、
廃
校
と
な
っ
た
今
も
な
お
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
小

学
校
に
明
か
り
が
灯
り
、
今
も
変
わ

ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

な
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い

と
し
て
い
る
。

△廃校を活用した酢の生産工場。地元ブランド酢にも力を入れている。

△視察研修で廃校の活用に関する貴重な話を聞くことができました。


